
 
 
１　趣旨 

架け橋期のカリキュラムを充実させていくためには、子供の姿を手掛かりに、幼児期から小学校期への育ちや学びのつなが
りを捉えていくことが必要ではないでしょうか。 
子供たちは、日々の遊びや生活、学習の中で様々な経験を重ねながら育っています。「なぜこのような姿が見られるのだろ

う」「どのような経験や環境がその姿につながっているのだろう」と、保育者と教師が共に考えることは、実践やカリキュラ
ムを見直す大切な手掛かりとなるでしょう。本研修では、実践発表や協議を通して、架け橋期のカリキュラムの作成・実施・
評価・改善に向けた具体的な視点や取組について考え、教育の連続性・一貫性を踏まえた実践の充実を目指します。 

 
２　主催 
　　文部科学省　広島県　広島県教育委員会　 
 
３　開催日時 
　　令和８年８月７日（金）10時30分～16時30分（10時00分 受付開始） 
 
４　会場 
　　広島県健康福祉センター ８階　大研修室　（広島市南区皆実町１-６-29） 
 
５　参加対象者 
　　幼稚園・保育所・認定こども園等の管理職、教員及び保育士　 

小学校、特別支援学校等の管理職及び教員 
市町教育委員会の指導主事及び行政担当者等 
架け橋期コーディネーター、幼児教育アドバイザー 
幼稚園教員養成課程を置く大学の教員 

 
６　日程 

 

時 間 内 容

10:30～10:40 開会

10:40～10:50 趣旨説明

10:50～11:30 実践発表

11:30～12:30 協議１

「子供の姿を通して、幼児期から小学校への学びのつながりを考える」◆協議テーマ：

12:30～13:30 昼食・休憩

13:30～14:30
協議２

「子供の姿を基に、教育活動や架け橋期のカリキュラムの改善について考える」◆協議テーマ：

※園・所等の方はアプローチカリキュラムまたは５歳児の年間指導計画、小学校・特別支援学校の方はスタート
カリキュラムをご持参ください。

14:30～14:40 休憩

14:40～16:20 講演・講評

「子供の姿を起点とした幼保小接続とカリキュラム改善」演題：

広島大学大学院人間社会科学研究科 准教授 渡邉 巧 氏

16:20～16:30 閉会

「育ちをつなぐための保育の工夫」

大崎上島町立大崎上島幼稚園

中西 夕貴 教諭

「入学後の学びを支える教育活動」

三次市立八次小学校

金子 真代 教諭
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７　申込期限 

令和８年８月３日（月）12時まで 

 

８　申込方法 

　　次のいずれかの方法により「広島県電子申請システム」から申し込んでください。 

(1)　ＵＲＬから申し込む場合 

　　　https://apply.e-tumo.jp/pref-hiroshima-u/offer/offerList_detail?tempSeq=30135 

 

(2)　二次元コードから申し込む場合 

 

 

 

 

 

９　その他 

・荒天等により急遽、開催方法等を変更する場合は、広島県教育委員会・幼児教育のホームページまたはメールでお知ら 

せします。 

　　・研修の受講にあたっては、公共交通機関でお越しください。 

・欠席される場合は、広島県教育委員会乳幼児教育支援センターまでお知らせください。 

 

10　問い合わせ先 

広島県教育委員会事務局　学びの変革推進部 

乳幼児教育支援センター　（担当者：君岡・阿部） 

　　電　話：082-513-4978　　 

メール：kyoyoujic@pref.hiroshima.lg.jp 
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